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第１回「ほくえい未来トーク」 報告書 

 

 

１ 日時 令和元年９月２９日（日） 

２ 会場 北条農村環境改善センター（北栄町田井７－１） 

３ 趣旨等 

次期「北栄町まちづくりビジョン」策定にあたり、政策の方向性等を決める土台とす

るために開催する。住民基本台帳から 1,500 人を無作為に抽出し参加を依頼した。 

４ 参加者 ５８人 

  ・無作為抽出による参加者 １５人 

  ・まちづくりビジョン検討委員 ７人 

  ・鳥取中央育英高等学校生徒 ３人 

  ・鳥取大学学生 ６人 

  ・まちづくりビジョンプロジェクトチーム職員 １４人 

  ・北栄町職員 ８人 

・傍聴等 ５人 

５ 内容 

（１）開会 

（２）町長挨拶（５分） 

（３）事務連絡（５分） 

（４）趣旨説明（３５分） 

   説明者：手嶋俊樹（北栄町副町長） 

   内容：「ほくえい未来トーク」「まちづくりビジョン」「町の現状と課題」説明等 

（５）基調講演（７５分） 

   講師：田中信一郎氏（一般社団法人地域政策デザインオフィス代表理事） 

   テーマ：人口減少時代における持続可能な地域づくり 

   内容：人口減少によって起こる将来の現象を知り、今後どのような選択をしていく

のかを考える。 

（６）ワークショップ「ほくえい未来トーク」（１０５分） 

   全体コーディネーター：長曽我部まどか氏（鳥取大学工学部助教） 

   ファシリテーター：北栄町役場まちづくりビジョンプロジェクトチーム 

   進行補佐、書記：鳥取大学学生 

   内容：１０年後の理想の北栄町を考える、現状の心配ごと困りごとを見つける、理

想と現実のギャップを見て対策を考えるワークショップ 

   記録：別紙 

（７）閉会 
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ワークショップ「ほくえい未来トーク」記録（模造紙記録より） 

※出されたアイデア数等が分かるよう、重複する意見も掲載しております。 

グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 

を考えよう」 

産業×雇用 ・主力産業ができる 

・産業の町 

・北栄町にしかない技術 

・精密プレス工業 

・商業・農業者の後継者に困らない 

・雇用を充実させ、産業引っ張ってくる。

安心して働ける街 

・若者が働く企業が沢山欲しい 

・働く職場が沢山出来る 

・産業・観光などをもっと整備する 

・誘致（大企業） 

 

・若者の働く場所がない、正規職員になれ

ない 

・働く場所がない 

・有名企業があれば働く人も増えるの

に・・・ 

・企業が少ない 

・進出企業あるのだろうか 

・日本一の農業差別化商品の創出・技術力 

・企業と行政・大学が連携して地域に適し

た産業の創出を 

・魅力ある産業の創出（産官学の連携） 

・商工会支援、ローカル資本の企業援助 

・魅力のある企業があれば住む人も増える 

・大きな企業より小企業をたくさん 

・北栄町民の雇用に対して企業に助成金

（設備投資とは別） 

・若者に魅力ある職場の創設 

・働く環境を改善、選択肢が広がるとよい 

・働く大事なことのエビデンスあつめ？

（金？人？環境？） 

・他大学の農学部などで宣伝 

・人材育成・技術開発支援 

・大学での現場実習 

農林業 ・農産物のブランドの継続 

・スイカの名産地 

・農業の高齢化 

・農業経営者が高齢化 

・有機栽培で付加価値を高める 

・無農薬栽培で土にも人にも優しい農業 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・長いもの名産地 

・ぶどうの名産地 

・特産物（スイカのジャム） 

・農業者・農業面積の維持 

・自然を生かした農業が盛ん 

・農業を企業化（給料制） 

・農業が盛々繁栄 

・新規就農者の増加（農業の振興） 

・農業の新規就業者において、若者をより

増加させる 

・農業をしたい人達がいっぱい（多数）い

る 

・ＡＩを農業などに利用、人が少なくても

工夫で補う 

・スマートアグリで活性化した町 

・農業者の確保 

・猪対策 

・農薬の臭い・・・ 

・農地（砂丘・田畑）の風景が変わってい

ないか 

・放棄地が荒れている 

・山が荒れている 

・農業を会社化 

・農業の企業化を積極的に進める 

・農業振興地域の見直し（優良農地のみ残

しあとは山林へ） 

・有料ボランティアによる耕作放棄地山整

備 

・地域ごとのボランティア 

・食の安全・安心地産地消 

・市場に出せない農産物 

・給食に地元の食材 

・給食の無償化 

 

観光×農業 ・花農園の観光地化公園化 

・花・コナン・ワイン等個々の発達と横の

つながりが欲しい 

・観光と農業との融合した施設ができたら 

 

 ・農業の観光化（ワイナリー・レストラン） 

・北栄ワイナリー（地産地消）の設置 

・都会のレストラン経営者（美しい）を誘

致 

・地産地消のレストラン、しかもおいしい 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・コナン、スイカなどのＰＲを強化 

観光×文化 ・コナンの町 

・コナンの町として盛り上がっている 

・コナンと歴史のまち 

・観光客にコナンのまちを楽しむ目的の他

に、飲食やショッピングを楽しんでいた

だく 

・コナン美術館ができていたら・・・ 

・水木しげるロードみたいな活気のあるコ

ナン通り 

・コナン通りの活性化（県外からの人がた

くさん来る） 

・お台場等（一部地域）で外からの人が歩

いている（にぎわっている） 

・レークサイド大栄がこのまま元気で・・・ 

・観光客が増える 

・日本、世界からの観光客 

・観光客のレジャー施設 

・レジャー施設 

・町内いたるところＷｉＦｉが可能 

・景観や環境維持向上 

・青山剛昌ふるさと館 

・コナンの継続があるうちに施設の運営・

維持をどうするか 

・出会いの広場のにぎわいが少ない 

・継続性のある観光資源 

・観光客が雨の日に行き場がない 

・観光客が北栄町に一度来たら二度目はな

い 

・北栄町に一度来たら二度目はない 

・外からの人 

・泊まる場所 

・宿泊する場所がない 

・飲食店が少ない 

・山の観光地を整備すべき（山菜とりなど） 

・コナンで観光 商業施設でショッピング

買い物 

・コナン駅周辺の集える場所 

・お台場からコナン駅までの充実（歩きな

がら楽しめる） 

・鬼太郎ロードみたいに 

・出会いの広場への内外部からの商店の導

入 

・出会いの広場の箱ものづくり 

・お台場市場の拡大・充実 

・道路→歩道に屋根を設置 

・宿泊施設を（民泊）確保・設置 

・宿場所を建てる 

・宿泊施設を建てる コナンホテルとか？ 

・出会いの広場の活用（コナン美術館 中

央公民館） 

・町側で建物をつくってそこに入ってもら

う 

・○○特区をつくる 

・中部地区一体で考える 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・駅前を活用 

・飲食店、休憩所の確保 

・陶磁器の体験工房（共栄電気炉本社多治

見市） 

・観光の町 

・ごみきれい 

商業施設

（買物、飲

食店） 

・大型のショッピングモール 

・美味しい料理店 

・商業施設が少ない 

・買い物できる場所が少ない 

・物を買う場所が少ない 

・大型スーパー欲しい 

・スーパーが遠い 

・近くにお店がない 

・旧北条地区にスーパーがなく車のない人

は買い物が不便、コンビニは品不足（生

鮮食品がない） 

・買い物難民が出始めている 

・移動販売車 

・地元の商品が買える店がない 

・北条に産直がない（大栄にはある） 

・買い物でほしいものが選べない。選択肢

・企業誘致 

・外販者の導入 

・移動販売車 

・地元の商品が買えるお店 

・地元企業の参入、集まる集合場所に図書

館等併設 

・現在の施設をつなげる 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

が少ない 

・会議終了後から食事する場所ない 

・会議とその次の予定の場所の間に食べる

場所がない 

・昔は酒屋が集落にあった。今は何もない 

・隣の琴浦町には飲食店や店舗が多い 

・多人数が利用できる飲食スペース 

子育て×教

育 

・子育てに安心が持てる町 

・子育てがしやすいまち 

・子どもがイキイキと育つ 

・子どもの遊び場がたくさんある 

・子どもがいっぱいいる 

・子どもがたくさんいてにぎやか 

・子ども人口の維持 

・3クラス程度の子供の数を維持 

・教育の選択肢が増える 

・教育費が安くなっていれば 

・学力が高くなっていたら良い 

・政策の整備 

・文化、教育面で学べるものが充実 

・子育て支え人をもう少し 

・子ども同士が遊ぶのに送り迎えが必要 

・子どもの住んでいる地域と地域が遠い 

・子どもを外で遊ばせたいけど場所がない 

・子どもたちが集まる場所 

・子ども（保育年齢）が少ない。小学生中

学生も同じ 

・遊びに行くところ（映画やボウリングカ

ラオケ）がない 

・勉強する場所があまりない 

・スクールバスの時間帯。早朝バス早すぎ

る 

・子育て、結婚に関するお金を補助する 

・子供の居場所遊べる場所がほしい 

・子育てがしやすくなるような条例をつく

る 

・公園などの外で遊べるところ 

・ボールを自由に蹴れるような広い公園 

・空き家改修の一般開放 

・公的な建物として勉強や避難所として利

用 

・公共施設の開放（遊休施設の活用） 

・身近にいい大学とかがあればよい（良い

企業も集まってくる） 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・町内唯一高校が存続している 

コミュニテ

ィ×協働 

・住民でまちづくりをするまち 

・たくさんのコミュニティがあるまち 

・外に運動ができる場所がたくさんある

（バスケットコート、テニスコート） 

・老若男女が共助できている町 

・年間を通した人のつながりの確保（特に

冬） 

・地域行事が続いている 

・交流人口の増加 

・北栄に関わる人（交流人口）の増加 

・交流する場・職なども関連させたところ

（年代変わらず） 

・中央公民館が米花商店街隣にでき、核に

なったら・・・ 

・中央公民館出入りしやすく→子供が入り

やすい感じになったらいいな 

・近隣が歯抜けとなっていて、付き合いが

無しになっている 

・人口減となり自治公民館の運営が行き詰

まっている 

・自治会消滅 

・自治会の維持 

・問題をしっかりと理解し、解決策を打ち

出せる人がいない or 少ない 

・自治会活力老人クラブの消滅 近所防災

組織 

・20～30 代の行事参加者少ない 

・30～50 代まちづくりをする人がいない 

・参加する人が変わらない 

・団塊の世代が高齢化。コミュニティを支

える人達が出てきているか 

・自治会に入っていないアパートの人達と

の違いを知りたい 

・地域行事を続けられる人手がない 

・やっている人の負担が多い 

・町報郵送などの対応 

・小さな・少人数の集まり・活動を大切に

（お金・場所など） 

・自治会の活性化、消滅させない合併化 

・様々な対策・対応をトータルで包括的に

考える 

・個々の得意分野を共有する 

・行政・民間企業でまちのあり方について

話す場をつくる 

・他県や外国の人に北栄町の良さをアピー

ル。ヒット商品をつくる 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・地域交流イベント減少 

・北条と大栄まだ北栄との一体感 

・各種行事でグラウンドゴルフが多いのは

なぜ（交通安全の研修のあとグラウンド

ゴルフがある） 

・資源の有効活用できていない 

・公民館など施設 

・気楽に集える集合施設がない 

・住民の交流場所 

・コミュニティの場がない 

福祉×医療 ・高齢者が安心して暮らせる 

・子どもも大人も高齢者も笑顔で暮らせる 

・高齢者が住みやすい 

・高齢者が楽しめる街 

・高齢者が多くても希望の持てる町 

・高齢者の活用（暇な人、体力ある人） 

・老後の暮らし場所等に困らない 

・人生 100 年時代高齢者健康づくり平均寿

命日本一 

・障がいのある方と交流できる場所 

・医院数が減っている 

・近くに病院がない 

・診療所へのアクセス（大きな病院へ

も・・・） 

・病院、「いざというとき」に行くことが

できない 

・医院の誘致 

・町出身の医者をみつけて、空医院の営業

を支援する（自宅死のみとり医がいる） 

・北栄町が地域医をつくる 

・生活習慣の改善 

・手作り料理 

・高齢者の町づくりのモデルケースを作る 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・障がい者と健常者が普通に交流 

・社会的弱者にやさしい環境整備に改善さ

れている 

交通 ・車がなくても不便でなく生活を楽しめる 

・無人自動車 

・交通の便が良くなる（新幹線・道路） 

・タクシー 

・免許返納 

・ループバスがあれば・・・ 

・ループバス、徒歩での移動 

・車の移動多い  

・車がないと暮らせない 

・車がないと（運転できないと）生活がと

ーっても不便 

・車に乗れない場合の人にも配慮 

・バスや汽車の本数が少ない 

・公共交通機関が少ない 

・交通の利便性が悪い。 

・高齢者の交通の利便性が悪い 

・働き方改革により営業時間短縮 

・自動運転車の導入 

・運転安全装置装備車の推進 

・自動運転の車→町内どこでも可能 

・カーシェアリング 

・集落と大型スーパーを直結するショッピ

ングバス 

・移動スーパーでお客さんのところに店が

行く 

・町内の施設の巡回バス 

・町内の循環バスをつくってほしい 

・10 年後には交通の便も良くなっている 

暮らし×住

まい 

・自然、山がきれい。住みやすい 

・都会でなくても豊かに暮らせる 

・人がいきいきと輝いている町 

・人がたくさん歩いていて町に活気がある 

・国内外の人にも自慢できる 

・いろいろな国の人が町に住んでいる 

・傾斜が多く冬雪道困る。（除雪車対策） 

・川沿いや海岸にポイ捨てごみが多い 

・集落に空き家が増えている 

・空き家 

・空き家が多い 

・空き家虫食い状況 

・空き家対策、虫食い状態の対策・街づく

り 

・空き家をリフォーム 

・空き家のとりこわしに助成金 

・空き家対策として移住 

・空き家を民泊活用 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・海外の人が沢山住める街 

・人権宣言の町としてさらに充実 

・北栄町内の目に付きやすい場所にパネル

「人権宣言の町」を設置する 

・訪れる方もいいなぁと思う安心する 

・町がにぎやかに 

・地産地消！！食も住も 

・住民の生きがいを（特に男性高齢者） 

・地域で年齢の格差 

・和紙あかりが自宅玄関他北栄町のいたる

ところ 

・ごみが落ちない落とさない農道草花があ

るまち 

・空き家が少ない 

・蜘蛛の巣が張っている 

・空き家が多いところはなんとなく物騒 

・庭の草取り（家の維持） 

・新築の家を建てる土地がない 

・県外から帰って来られる人の新規の家を

建てる土地がない 

・自治会館の有効活用 

・空き家（家）をお店やコミュニティスペ

ースとして利活用 

・若者と高齢者が共有に話し合うスペース 

・ふれあいの場のレジャー施設 

・音楽系大学の演奏の場を提供 

・芸術家の活動の場を作る 

・瀬戸内の芸術の街みたいな感じ 

・町経営の住宅地 

・町経営の家や土地 

・固定資産税の減免 

・住める場所を増やす 

・土地活用で集団（１人２人世帯）を住ま

せる場所にする 

防災・防犯 ・災害にも強い持続可能な町 

・防災がしっかり安定し安全な生活の不安

がない町 

・再生可能エネルギーを使って非常時でも

電気を使えるように 

・地域のつながり 

・災害対策 

・地震などに対する災害対策が必要 

・地震の再来が心配 

・先日の防災研修で天神川より北条川に気

をつけてほしいと聞いた（水没する地

域）個人、自治会としての対策 

・暗いところに街灯をつける 

・街灯を増やしてほしい 

・通学路や県道から一本中に入った道 

・登下校時間に合わせてウォーキング！！

（防犯灯代わり） 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・空き家や道路が整備されている ・夜になると暗い 

・村が暗い 

・街灯少ない 

・ＬＥＤがない 

・子どもが一人で帰りたくない→送り迎え

必要に 

・災害対策（観光災害対策） 地域のつな

がりを深める（自治会にこだわらず町内

外） 

・防災訓練の継続 

情報発信 ・人や公的等手助けしてもらえる情報の共

有 

・スマホを独自に活用する。地域でグルー

プをつくる 

・テーマごと（健康・家）等の情報共有 

・助成金などの情報をしっかりと発信して

いく 

・町のＨＰの充実（情報少ない） 

・公表される情報が知られていない 

・情報がまわっていないがために信用を得

られない 

・民間主体ではなく、行政主体の動き方（不

信感の先行）？ 

・まちこみメールのような北栄町独自のシ

ステムつくり 

・学校などで使われている情報共有メール

の地域版 

・行政主体の勉強会の実施（何度も） 

・情報の共有化をどんどん提供し若者の就

労を拡大する 

・北栄町のフェイスブックとかより今どき

なインスタとかツイッターとかＬＩＮ

Ｅのオープンチャットとか 

・双方向の防災無線の設置、ライン等ＳＮ

Ｓの活用 

インフラ×

財政 

・気軽に集える場所 図書館、公民館、体

育館、軽食（集合店舗） 

・図書館の充実 

・道幅が狭い、コンクリートブロック塀等 

・冬期の除雪 

・通勤時間に影響を及ぼす 

・コンクリートブロック塀改修補助がある

ことの認知＋道幅確保の有効性 

・財政（歳出）の一定額一定割合は修繕補
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・天気を問わず地域住民と交流できる飲食

店などがある場所を設ける 

・インフラ、生きていくために必要なもの 

・インターネット 

・公園の整備 

・アスレチック 

・税収減、インフラ維持不可、橋道路工事 

・道路・橋・水路溝などの修繕・補修はで

きているだろうか 

・大型の大きな事業 町の財政大丈夫だろ

うか 

・インターネット回線が遅い 

・光が通っていない 

・施設の維持更新 

・老朽化 

・施設の老朽化（学校など） 

・山道の道幅がない。草が茂っている 

・北栄町の予算 

・北栄町の予算が不安 

・自治体の財政破綻 

・公共サービスの維持が難しくなる 

・これからの 10 年どうする？何がいる？

いらない？ 

・ダムの老朽化 

修に 

・必要施設の検討 

・ほんとうにいるものこれから必要なもの

は何か？ 

・負の財産を残さない。撤去迄の予算計画 

・太陽光パネルは今のところ処分方法が不

明 

・町をコンパクトに 

・ダムの補修 

人口×若者

×定住 

・子どもが沢山いる 

・人口低下を食い止める 

・人口減少 

・人口減るのはさみしい 

・子どもの遊ぶ場所を増やす（公園） 

・働けるお母さんの支援の場所増 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・健康・福祉・子育てといったサービスを

もっと充実させる 

・少子高齢化の改善（若者世代が増える） 

・若者が活躍するまち 

・人口低下を食い止める 

・若手の少なさ 

・高齢者の増加 

・若い人の流出による活力の低下 

・若い人の考えはまちづくりのための財産 

・若者世代の関心が薄い（後継ぎ） 

・１０代～２０代が都会へ出てしまう 

・県外の大学（帰ってこない） 

・年一回の運動会が園児のお遊戯になって

いて活気がない 

・子どもみこしがなくなる 

・住宅地の確保 

・住宅の少なさ 

・小中学校の教育内容の充実、英語教育等 

・保育料２人目無償 出産お祝い金 

・北栄町ならではの教育（北栄町でしかで

きないこと） 

・企業誘致 

・（法律の改正特区などを含め）住宅地の

確保 

・Ｕターンを増やす 今が良ければ必ず帰

ってくる 

・外からの定住を 

・自治体が県外からの移住体験ツアー 

・地域交流できるイベント 

・若者が地元に帰ってくるよう施策 

・夏休み利用し農業体験 

・国・県への要望 町独自の施策の実施 

・北栄町の情報発信 

・設備を整えれば暮らしやすい町として宣

伝できる 

・北栄町の魅力をもっと知ってもらう 

エネルギー ・循環型エネルギー ・夏の水不足が出始めている（出ている） ・エネルギー対策への風車の活用 
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グループ 

理想 

「10 年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・風力や太陽光のエネルギーで自給自足 

・変わらず自然豊か 

・そのままの良さを生かす 

・新しい新エネルギーに手を出してみる 

・エネルギーの地産地消ができている町 

・ガソリンが高い 

・光熱費が高い（水道代はまあまあ妥当） 

・太陽光を使用した街灯設置 

・太陽光発電（公民館）に設置し集落内の

ＬＥＤ化 

 

基調講演  趣旨説明 

 

 

 

ワークショップ 
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